
平成23年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成22年11月4日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 タカタ株式会社 上場取引所 東 

コード番号 7312 URL http://www.takata.com
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 高田 重久

問合せ先責任者 （役職名） 執行役員経営管理部長 （氏名） 野村 洋一郎 TEL 03-3582-9228
四半期報告書提出予定日 平成22年11月12日 配当支払開始予定日 平成22年12月3日

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有

四半期決算説明会開催の有無 ： 有

1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 193,389 21.4 13,255 386.1 13,122 364.7 9,919 ―

22年3月期第2四半期 159,355 △33.7 2,726 △71.1 2,824 △69.7 △323 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 119.28 ―

22年3月期第2四半期 △3.95 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 314,003 146,828 46.5 1,755.11
22年3月期 330,040 150,789 45.5 1,805.06

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  145,957百万円 22年3月期  150,111百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有  

現時点では期末配当予想額は未定であります。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 5.00 ― 15.00 20.00

23年3月期 ― 15.00

23年3月期 
（予想）

― ― ―

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 370,000 5.4 25,000 70.6 24,500 56.3 17,000 144.9 204.42



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．業績の予想は、発表日現在入手可能な情報、仮定並びに判断に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後の経営環境の変化などにより予想数
値と異なる可能性があります。 
２．期末配当につきましては、今後の状況を見極め実施の可否及び配当金額を改めて公表させて頂きます。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 83,161,700株 22年3月期  83,161,700株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  296株 22年3月期  296株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 83,161,404株 22年3月期2Q  81,928,211株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期累計期間における世界経済は、中国、インドを中心としたアジア新興国が牽引役となり、全体とし

ては引き続き回復基調を継続しました。 

 米国では失業率の高止まりなどの懸念材料があったものの、企業業績の回復も見られ景気は穏やかに回復しまし

た。欧州ではユーロ安を背景にした好調な輸出が景気を押し上げた他、設備投資も増加しましたが、国別で見ると

好調なドイツが欧州全体を牽引する一方、ギリシャなど南欧は景気低迷状態が続き、域内格差が鮮明となりまし

た。日本では企業業績の回復や猛暑効果等もあり予想以上の高い経済成長率を維持してきましたが、第２四半期に

入ってからの急激な円高が輸出に悪影響を及ぼし、更に株安が個人消費を冷やし始めるなど、下半期に向けて景気

減速懸念が強まっています。 

 このような経済環境下、世界の自動車業界においても米州市場の回復と新興国が牽引役となり、概ね順調に推移

しました。その結果、当企業グループの当第２四半期連結累計期間における売上高は1,933億89百万円（前年同期

比21.4％増）となりました。利益面でも、増収効果による増益があったほか、引き続き原価低減や、固定費削減に

努めた結果、営業利益は132億55百万円（前年同期比386.1％増）、経常利益は131億22百万円（前年同期比364.7％

増）となりました。また四半期純利益は99億19百万円(前年同期は３億23百万円の四半期純損失）となりました。 

  

 また当第２四半期の海外展開につきましては、アジアではインド北部デリー近郊のニムラナ工場が本格操業を開

始したほか、中国の天津工場は2011年操業に向けての準備を進めています。また欧州では、ロシアでの自動車需要

の増加を踏まえ、中部ロシア・ウリヤノフスク州に工場進出を決めました。米州でも、顧客ニーズに応えるため最

新鋭の衝突試験機の導入を決め、新規衝突試験場の建設に取り掛かりました。 

  

セグメント別業績は、以下のとおりであります。 

  

① 日本 

 日本におきましては、エコカー補助金制度打ち切りを見越した駆け込み需要の恩恵を受け自動車販売が好調であ

ったこと、また昨年来継続している固定費削減効果などもあり、売上高は578億68百万円と前年同期比21.5％の増

収、また営業利益は53億18百万円と前年同期比122.1％の増益となりました。 

 ② 米州 

  米州におきましては、米系自動車会社の増産により自動車生産台数は前年同期比二桁の伸びを示しました。これ

は足もとの景気が底堅く推移する中、自動車各社の販売奨励金効果、レンタカー向け需要の増加などが主因です。

この結果、当社売上高も予想以上の回復を示し805億91百万円と前年同期比24.2％の増収となりました。営業利益も

一過性の品質問題に対する費用負担はありましたが、増収効果による増益があり、17億49百万円となりました（前

年同期は30億87百万円の営業損失）。 

③ 欧州 

 欧州におきましては、域内市場は低迷が続きましたが、ドイツにおいてはユーロ安の追い風を受けてアメリカ、

中国向けを中心とした輸出が好調に推移したことから、自動車生産台数は伸長しました。当社は欧州販売の中心で

あるドイツメーカー向けが好調であったことから、総じて販売は堅調に推移しました。その結果、売上高は505億96

百万円と前年同期比12.3％の増収となりました。また、営業利益も増収効果により10億75百万円となりました（前

年同期は28百万円の営業損失）。 

④ アジア 

 アジアにおきましては、中国での販売が好調であったほか、タイにおいても販売が好調に推移しました。その結

果、売上高は394億94百万円と前年同期比16.5％の増収となりました。また、営業利益も増収に伴い52億35百万円と

なり、前年同期比47.3％の増益となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、3,140億３百万円と、前期末に比して160億36百万円の減少となりました。

これは、現金及び現金同等物は920億64百万円と引き続き厚めの手許流動性を確保する一方、円高の進展により外貨建

て資産の円貨換算額が減少したことが影響しております。 

 負債につきましては、同期間末で1,671億75百万円と、前期末に比して120億75百万円の減少となりました。有利子負

債の減少のほか、資産と同様に円高の進展による円貨換算額の減少が主因となっております。 

 純資産につきましては、99億19百万円の四半期純利益を計上したものの、円高の進展による為替換算調整勘定の減

少、有価証券の含み益の減少等により、全体として前期比39億61百万円減少の1,468億28百万円となりました。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 今後の世界経済は穏やかな経済成長を続ける先進国と、高い経済成長を継続する新興国との二極化が顕著となりつつ

あります。日米欧では各国の金融緩和策が景気下支えとなり穏やかな景気回復基調が続くと思われますが、失業率が高

止まりするなど景気の先行きに対する不透明感は必ずしも払拭されていません。一方、新興国ではインフレ懸念を払拭

するための金融引き締め懸念が強まりつつあるものの、旺盛な個人消費が高い経済成長を維持すると思われます。 

  

 世界の自動車業界につきましては、日本ではエコカー補助金制度打ち切りの反動による生産、販売の減少が懸念され

ます。また米国では景気後退懸念があるものの生産台数は増加傾向にありますが、欧州では域内景気低迷が続き、生産

台数は減少傾向にあります。一方、中国、インドなどの新興国では自動車生産は引き続き順調に推移すると思われま

す。 

  

 当企業グループの通期の業績予想は、以上のような状況を総合的に勘案し、売上高は前回公表の3,700億円（前期比

5.4%増）を据え置いております。尚、利益面では営業利益250億円（前期比70.6%増）、経常利益245億円（前期比56.3%

増）及び当期純利益170億円（前期比144.9%増）を見込んでおり、いずれも前回公表値から修正しております。 

 当企業グループとしましては今後とも全社を挙げての原価低減、固定費削減などあらゆる経営努力を実行し、収益向

上に努める所存でおります。 

  

なお、前提となる為替レートは１米ドル＝80円、１ユーロ＝110円です。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 定率法を採用している固定資産の減価償却費については、当連結会計年度に係る年間の減価償却費の額を期

間按分する方法により算定しております。  

 ② 繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前事業年度末以降に経営環境等、かつ一時差異等の発生状況に

著しい変化がないと認められる場合に、前事業年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを

利用する方法を適用しております。 

 ③ 税金費用については、当第２四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

「資産除去債務に関する会計基準」の適用  

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20年３月31日)及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日)を適用してお

ります。 

 これによる営業利益、経常利益に与える影響はなく、税金等調整前四半期純利益は75百万円減少しております。

  

   

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 81,754 84,690

受取手形及び売掛金 61,039 63,302

有価証券 12,700 16,000

たな卸資産 40,649 41,727

その他 20,879 18,468

貸倒引当金 △725 △726

流動資産合計 216,298 223,462

固定資産   

有形固定資産 70,162 76,946

無形固定資産 3,213 3,645

投資その他の資産 24,329 25,985

固定資産合計 97,705 106,577

資産合計 314,003 330,040

負債の部   

流動負債   

買掛金 22,465 25,822

短期借入金 8,185 8,324

コマーシャル・ペーパー 4,000 3,000

1年内返済予定の長期借入金 18,214 16,368

未払法人税等 5,326 4,701

製品保証引当金 18,811 18,457

その他 28,059 28,199

流動負債合計 105,062 104,874

固定負債   

長期借入金 43,409 54,000

退職給付引当金 7,705 8,089

役員退職慰労引当金 1,856 1,905

その他 9,141 10,380

固定負債合計 62,113 74,375

負債合計 167,175 179,250
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 41,862 41,862

資本剰余金 42,328 42,328

利益剰余金 96,648 87,921

自己株式 △0 △0

株主資本合計 180,837 172,110

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 3,798 4,638

繰延ヘッジ損益 122 △36

為替換算調整勘定 △38,801 △26,601

評価・換算差額等合計 △34,880 △21,999

少数株主持分 870 677

純資産合計 146,828 150,789

負債純資産合計 314,003 330,040
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 159,355 193,389

売上原価 135,135 157,227

売上総利益 24,220 36,161

販売費及び一般管理費 21,493 22,906

営業利益 2,726 13,255

営業外収益   

受取利息 309 365

受取配当金 63 106

為替差益 388 －

その他 727 517

営業外収益合計 1,489 988

営業外費用   

支払利息 818 625

為替差損 － 243

その他 574 253

営業外費用合計 1,392 1,121

経常利益 2,824 13,122

特別利益   

固定資産売却益 14 －

貸倒引当金戻入額 34 －

受取和解金 － 275

特別利益合計 48 275

特別損失   

固定資産除却損 73 －

事業再編損 1,063 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 75

特別損失合計 1,136 75

税金等調整前四半期純利益 1,735 13,322

法人税等 1,990 3,305

少数株主損益調整前四半期純利益 － 10,016

少数株主利益 69 96

四半期純利益又は四半期純損失（△） △323 9,919
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,735 13,322

減価償却費 8,983 7,291

固定資産除売却損益（△は益） 58 18

受取利息及び受取配当金 △373 △471

支払利息 818 625

売上債権の増減額（△は増加） △15,643 △1,873

たな卸資産の増減額（△は増加） △518 △1,931

仕入債務の増減額（△は減少） 6,776 △1,449

その他の流動資産の増減額（△は増加） △125 △2,009

その他の流動負債の増減額（△は減少） 1,661 12

その他の固定負債の増減額（△は減少） 117 △59

その他 3,773 3,799

小計 7,264 17,277

利息及び配当金の受取額 373 471

利息の支払額 △798 △656

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 1,285 △4,405

営業活動によるキャッシュ・フロー 8,126 12,687

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △4,549 △5,693

有形固定資産の売却による収入 289 67

無形固定資産の取得による支出 △81 △158

その他 △881 △91

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,222 △5,875

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △26,545 －

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） △2,000 1,000

長期借入れによる収入 32,792 －

長期借入金の返済による支出 △6,575 △7,530

配当金の支払額 △409 △1,247

その他 △1,510 126

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,248 △7,652

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,556 △5,305

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,902 △6,146

現金及び現金同等物の期首残高 98,348 98,210

現金及び現金同等物の四半期末残高 94,445 92,064
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該当事項はありません。  

  

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

  （注）１．国又は地域は、地理的隣接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

米州・・・米国、ブラジル、メキシコ 

欧州・・・ドイツ、イギリス、オランダ、ルーマニア、ポーランド、チェコ 

アジア・・・シンガポール、タイ、フィリピン、マレーシア、中国、韓国、インド  

  

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 （注）１．国又は地域は、地理的隣接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

米州・・・米国、ブラジル、メキシコ 

欧州・・・ドイツ、イギリス、オランダ、ルーマニア、ポーランド、チェコ 

アジア・・・シンガポール、タイ、フィリピン、マレーシア、中国、韓国、インド 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
日本 

（百万円） 
米州

（百万円）
欧州

（百万円）
アジア

（百万円）
計

（百万円） 

消去又は 
全社 

（百万円） 

連結
（百万円）

売上高                                     

(1）外部顧客に対する売上高  31,111  58,944  43,449  25,849  159,355 -  159,355

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 16,503  5,947  1,613  8,063  32,127 (32,127)  - 

計  47,615  64,892  45,062  33,913  191,483 (32,127)  159,355

営業利益又は営業損失(△)  2,394  △3,087  △28  3,553  2,832 (105)  2,726

  米州 欧州 アジア 計

Ⅰ 海外売上高（百万円）  59,244  40,871  26,624  126,740

Ⅱ 連結売上高（百万円） - - -  159,355

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高

の割合（％） 
 37.2  25.6  16.7  79.5
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当企業グループは、グローバルに自動車安全部品の生産・販売を行っており、日本、米州、欧州、およびアジアと

いう4地域を経営管理の単位としております。 

 各地域は独立した経営単位として、各々が包括的な戦略立案をし、事業活動を展開しております。したがって、当

企業グループは、生産・販売体制を基盤とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、「米州」、 

「欧州」及び「アジア」の４つを報告セグメントとしております。 

 また、各報告セグメントでは、シートベルト及びエアバッグを主力に、ステアリング・ホイール、トリム、チャイ

ルドシート等、自動車安全にかかる部品を幅広くあつかっております。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

(注)１．セグメント利益(営業利益)の調整額△124百万円には、セグメント間取引消去△88百万円、およびのれん償

却△36百万円が含まれております。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

３．各報告セグメントに属する主な国は、下記のとおりであります。 

 米州・・・米国、ブラジル、メキシコ 

 欧州・・・ドイツ、オランダ、ルーマニア、ポーランド、チェコ 

 アジア・・・中国、フィリピン、タイ、韓国、インド  

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21

日）を適用しております。 

  

  

  

  

  

  

該当事項はありません。  

  

  

  
日本 

（百万円） 
米州

（百万円）
欧州

（百万円）
アジア

（百万円）
計

（百万円）

調整額 
（百万円） 
（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額 
（百万円） 
（注）２ 

売上高             

(1）外部顧客への売上高  40,282  74,102  48,056  30,947  193,389  －  193,389

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 17,585  6,489  2,539  8,547  35,160  △35,160  －

  計  57,868  80,591  50,596  39,494  228,550  △35,160  193,389

セグメント利益  5,318  1,749  1,075  5,235  13,379  △124  13,255

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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